
ＲＦＳ（リテール・ファイナンシャ
ル・サービス）研究会がOSIPP棟で
開かれ、3月14日は「A Legal and
Economic Analysis f Interest Rate
Regulation～米国での消費者金融に
かかわる消費者保護と上限金利の歴
史的背景についての考察～」のテー
マで、ＧＥ　コンシューマー・ファイ
ナンス・ジャパンチーフ・リーガル・
カウンセルのトーマス・クラーク
（Thomas M. Clark）氏が報告した。
同氏は、低リスクで安定を図る銀行
が貸し渋る中、高金利を設定する貸
金業者による倒産、貸し倒れが横行
している背景を日米のケースをもと
に説明した。
4月25日は、経済産業省取引信用

課長桜井和人氏、同課長補佐渡辺重
信氏が「産業構造審議会産業金融部
会の中間報告『中堅中小企業のため
の新たな金融機能の創造に向けて』
について」と題して報告した。
両氏は、高金利・高リスクである消

費者金融と低金利・低リスクである
銀行との間に『中金利・中リスク』で
ある資金運用スキームを探り、規制

OSIPP院生の自治組織、院生会の
03年度の総会が4月17日、OSIPP棟
で開かれ、院生会規約施行規則の改
正などが決まった。従来は、院生会に
対する個人の意見などは、各ゼミの
幹事が取りまとめて院生会に付託さ
れていたが、院生会規約に但し書き
を付し、個人による直接の意見提示
が可能になった。院生室の机の利用
に関しては昨年度同様、ゼミに所属
する院生の割合によって振り分けら
れる一部指定席制が承認された。

の金融自由化」「３極通貨体制論」「移
行経済の市場自由化の順序」「途上国
の最適通貨制度」と時代時代の重要
な政策課題にわたり、その卓越した
先見性・洞察力は定評がある。
セミナーでは低金利時代に突入し

た日本経済の現状を「流動性の罠」に
陥っていると分析し、金利と為替
レート不確実性が根本的な問題であ
ると指摘した。

国際金融・開発金融の分野で世界
的に著名な経済学者、ロナルド・I・
マッキノン教授（スタンフォード大
学経済学部）を招き 3 月 2 4 日、
「Japan's Negative Risk Premium
in Interest Rates: The Liquid-
ity Trap and Fall in Bank Lend-
i n g  」と題した特別セミナーが
OSIPP棟で開催された。
マッキノン教授の研究は国際金

融・経済開発、「最適通貨圏」「途上国

緩和等の政策アプローチを含めた今
後の見通しなどについて指摘した。
続いて同日、上智大学法学部助教

授、小塚荘一郎氏による「資産担保金
融の制度的条件－可動物件担保に関
するケープタウン条約を素材として
－」の報告があり、同氏は可動物件担
保に焦点をあてて、資産担保金融が
効率的に行われるための制度を構築
する必要があると述べた。
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